






　銭屋についての研究が近年になって進展したのは 「逸身家文書」 （逸身喜一郎氏蔵、現在は大阪歴史博物館に寄託） 発















そらく手代で ると推測できるが、本当のところは分からない。筆跡はしょっちゅう変わっているが、それほど人数が多いようにもみえない」 （第一章 　はじめに「一 　史料と方法」 ）としている。
　銭屋日記は近世末期から明治期に至る、計二十一冊が伝存している。その期間は嘉永五年（一八五二）十一月から明治
十五年（一八八二）五月までに及ぶが、途中 安政七年（一八六〇）から慶応元年（一八六五）までの期間は欠けているなど、残されていない時期もあ また、記述がごく僅かである時期もあってその内容は一定ではないが、ともかくも三十年にわたる記録が残されている。近世の時期のものは、欠けている時期を除くと、ある程度の記述が毎年残されている。そしてその日記は、ほぼ四代佐兵衛が当主を勤め 期間 ものである。
　そのうち、日記の八冊目までにあたる安政四年十二月までについては、大阪商業大学商業史博物館から「銭屋Ⅰ」として




　ところで、これまでに筆者は、 「 『浪速詰方日記』芸能関係記事の考察」 （ 『大阪商業大学商業史博物館紀要』六号、























































　この能見物は楢村常舞台での見物である。 「若旦那様」は当主である佐兵衛の長男 卯一郎（のち五代佐兵衛） 、 「孝旦那
様」は二男の孝之助で、のち二代目佐一郎となる人物である。ごく簡略な記述で、上演内容については記されていないが、雨天のため順延になったことが知られる。
　この時の能興行と一致する記録が『大阪市史』第四・ 触書中に残されている。その「補達八九九」によれば、四月












　さて、五月十四日条 記事には、直接の小松原との接点は触れられ いない。し し、大谷節子氏の「 『安政六年大倉六














　また、翌慶応三年四月二十五日条 次の記事が見られる。　　一、若旦那様并ニ丈助・嘉兵衛、土州能興行有之、被召出出勤之事。　これも詳細は分かりかねる記述であるが、 「土州能興行」とあることから、やはり高知藩での演能機会があり その誘い
を受けての能見物と考えられる。これらのような誘引による芸能の見物については、主に次項の芝居見物の考察中で詳しく述べることとするが、蔵屋敷における演能は、取引のある両替商を招く催しとしても機能していたと考えられる。
二 　芝居見物
　芸能にかかわる記事の中では、芝居見物の記事が、事例としては最も多い。この 実はそ だけ当時 大坂 お 、と
大坂の両替商銭屋の芸能享受
五七







































　そのような芝居見物のあり方がよく分かる が以下 事例である。安政四年四月 六日条のも である。
平嘉ゟ使来ル、店ニ而勝兵衛引合。明日中芝居西上桟敷、三ゟ五迄之内代壱両三朱、尤客八人雑用壱人まへ九匁がへ誂ル。
　冒頭の記事は芝居見物と直接関係 ないものと思われ、それ 降が芝居見物についてのものである。中 芝居 の見物に


















　これらのほか、簡略な記述ながら、店の者で芝居へ出向いた記録と思われるものを以下に挙げておく。　・安政四年二月二十六日 　勝兵衛・亀吉・又吉・益吉・三之介、角芝居行。　・安政四年二月 十七日 　猶七・米吉 梅 廣 駒 、芝居行。　この二例では、人名から推測するに、丁稚の見物者が多かったと見られる。この両日は店の丁稚たち 芝居見物 機会を
与えたということであろう。ここから、芝居を見物することで、軍記物などにより古典への造詣を深めたり、また当時の一般常識を知ったりすることが得意先との会話の種ともなるとして、店側が積極的 見物の機会を設けていた可能性もあると思われる。
　店の者大勢での芝居見物を示す例として、安政 年二月の事例が挙げられる。二月十一日から十五日にかけて、都合三日














































































　　一、若旦那様・丈助・嘉兵衛、宿毛振舞候ニ付、角平ゟ角ノ芝居江罷越候事。　さきに引いた安政六年十月二十六日条の記事中 も見られたよう 、 「角平」は芝居茶屋であり、そこを通じた振舞とし





































































小屋が立ち、まさに流行・人気沸騰の生人形興行の競演がなされており、 「見物夥敷」 「大あたり」等とあるように非常な人気を博していた。銭屋の当旦那様（佐兵衛）と若旦那様（卯一郎）がどちらを に行ったのか確定するこ はできないが、二人は生人形の人気を耳にし、難波新地に足を運んだものと思われる。
　松本喜三郎の大坂初興行は安政元年で、その人気をもって翌 年には江戸で初興行を行い、さらにその翌三年に二度目の






































総じて能と かかわりが少なく、それに対 て歌舞伎の見物件数が圧倒的 多いという傾向が読み取れた。それは単なる趣味・嗜好ではなく、誘引による見物ともかかわるも であるため、ひ ては武士と商人の置かれた環境の差異というこ もできるだろう。
　そしてもう一点、福岡藩・久留米藩の日記、および銭屋日記のいずれにも、事例は少数ながら見世物の見物に出向い 記
事が認められ ことにも留意しておきたい。数例ずつとはいえ、武士や有力商家にかかわる三種の日記いず からも、見世物の見物事例が確認された これはその時代における大坂の見世物興行が 幅広い層から人気を得て たことの表れといえる。能や歌舞伎といった、それらの階層へ 享受 想起されやすい芸能にとどまらず、見世物も見物対象であった当 の芸能のありようを、改 て認識しておきたい。注（１） 　『両替商 　銭屋佐兵衛』一巻『四代佐兵衛
 評伝』によれば、丈助はおそらく銭屋家を代表して実際の商いの交渉の表に立っていた人物で、慶応期には佐兵衛
の事実上の代理であった、とある。慶応三年七月から九月にかけては高知藩（土佐藩）に出張し、 『土佐用日記』を書き残している。
（２） 　高知藩と銭屋家との関係は、 『両替商 　銭屋佐兵衛』によれば、安政五年から始まり、砂糖の流通に関す 取引があったものと見られる。（３） 　『浮世見聞集』の筆者は不明であるが、記載内容から大坂北組惣年寄の筆と考えられ 。（４） 　注 前掲書にも、安政期に 三村がたびたび稽古のため銭屋を訪れていること 触 ている（ 「四五 　茶の稽古・骨董の鑑識眼」 ） 。（５） 　『浮世見聞集』の安政六年次に「当冬堀江新芝居出来、賑敷事」との記事がある。慶応二年は安政六年から でに七年後では るが、他に誘引で堀江芝居が
用いられた様子がなく、このあたりの事情により堀江での見物が計画された可能性もあったかと思われる。
